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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，次世代電子商取引推進協議会(ECOM)から，

工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経

済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許

権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に係る確認について，責任は

もたない。 
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CMS 利用電子署名（CAdES）の 
長期署名プロファイル 

Long term signature profiles  
for CMS advanced electronic signatures (CAdES) 

 
序文 

この規格は，電子署名を長期にわたって検証可能にする長期署名に関して，実装間の相互運用性を確保

することを目的とする。各々の実装が参照する長期署名の仕様は，欧州通信規格協会（ETSI）によって策

定された CMS 利用電子署名（CAdES）が対象である。 

 

1 適用範囲 

この規格は，長期署名プロファイルのうち，CMS 利用電子署名（CAdES）に関するプロファイルについ

て規定する。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS X 0001 情報処理用語－基本用語 

JIS X 0008 情報処理用語－セキュリティ 

ETSI TS 101 733 CMS Advanced Electronic Signatures (CAdES) v1.7.3 

注記 http://pda.etsi.org/pda/queryform.asp から入手可能。 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，JIS X 0001 及び JIS X 0008 によるほか，次による。 

3.1 
長期署名（long term signature） 

署名時刻の特定を可能とし，かつ，署名対象及び検証情報を含む署名に関する情報の改ざん（竄）検知

を可能とする措置を実施し，署名を長期にわたって検証可能にした署名。 

3.2 

プロファイル（profile） 

参照する仕様の選択要素，値の範囲などに関する相互運用性を満たすための規約。 

3.3 

要求レベル（required level） 

プロファイルを構成する各要素の実装に対する要求の程度。 
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